
東京電力㈱福島第一原子力発電所1～4号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの改訂のための検討のたたき台の主要スケジュール（１号機）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度～

第３期
廃止措置終了までの期間

第２期
使用済燃料プール内の燃料取り出しが開始されるまでの期間

第１期
燃料デブリ取り出しが開始されるまでの期間

　　　　　（中）  　（後）

２０１３年度

使用済燃料プール

主要工程
（プラン③）

２０１２年度

主要工程
（プラン②）

原子炉の冷却計画

プラントの安
定状態維持・
継続に向け
た計画

平成25年6月10日
東京電力福島第一原子力発電所廃炉対策推進会議事務局会議

燃料デブリ取
り出し計画

建屋内除染

格納容器・建屋間補修
（止水）

格納容器水張り

格納容器内部調査/炉
内調査・サンプリング

燃料デブリ取り出し技
術の整備

燃料デブリ取り出し作
業

取り出し後の燃料デブ
リの安定保管、処理・
処分

燃料デブリ性状把握

主要工程
（プラン①）

　　　　　　　　　　（前）

実デブリ性状把握（計画）

燃料デブリ取り出し開始
▽

燃料デブリ取出準備

燃料取り出し開始
▽

炉内構造物・
燃料ﾃﾞﾌﾞﾘ取出燃料取り出し用カバー撤去・本格コンテナ設置燃料取出燃料取り出し用カバー設置ガレキ撤去・除染・遮へい

炉内構造物・燃料ﾃﾞﾌﾞﾘ取出

燃料取り出し開始 燃料デブリ取り出し開始
▽ ▽

燃料デブリ取出準備

燃料取出上部コンテナ設置ガレキ撤去・除染・遮へい

炉内構造物・燃料ﾃﾞﾌﾞﾘ取出建屋カバー撤去・本格コンテナ設置燃料取出建屋カバー改造・復旧
ガレキ撤去・
除染・遮へい

燃料デブリ取出準備

燃料デブリの臨界管理技術の開発

炉内調査装置の設計
・製作・試験等

除染技術調査／遠隔除染装置開発
（現場調査、現場実証を含む）

格納容器内部調査

格納容器下部調査 補修・水張

格納容器上部調査 補修・水張

既存技術調査、保管システム選定・安全評価技術の開発、収納・移送・保管技術開発、モックアップ

燃料デブリ

取り出し

格納容器内部調査装置の設計・製作・試験等

（継続実施）

格納容器（下部）補修装
置の設計・製作・試験等

格納容器調査装置の設計・製作・試験等
代替案の検討等

燃料デブリ処理に向けた
研究開発

格納容器内調査方法確定

格納容器上部補修（止水）方法の確定

格納容器上部水張り完了
炉内調査方法の確定

燃料デブリ収納缶等の準備完了

建屋内除染・遮へい等

▽目標：除染によるアクセス性確保 格納容器下部補修（止水）方法確定

：検討

：研究開発※

：現場作業

：次工程着手の条件

：必要な情報の流れ

燃料デブリの
処理・処分方法の決定

炉内調査・
サンプリング

格納容器（上部）補修装置の
設計・製作・試験等

（※1）

燃料デブリ取出装
置設置

模擬デブリ性状把握

10年後 20～25年後 30～40年後

燃料取り出し開始
▽

燃料・燃料デブリ取り
出し計画の選択

燃料デブリ取り出し
方法の確定

燃料デブリ取り出し開始
▽

格納容器内部調査・
サンプリング

プール循環冷却（保守管理、設備更新等による信頼性の維持・向上）

循環注水冷却（建屋からの取水）の信頼性向上

原子炉冷温停止状態の維持・監視（注水継続、温度等パラメータにより継続監視、保守管理等による信頼性の維持・向上）

▽目標：原子炉建屋（および格納容器下部）からの取水設備設置完了

（※1）：格納容器補修建屋内循環ループの構築
建屋内循環ループの

早期実現の可否の検討

▽目標：建屋内循環ループの開始

（※2）：取水切替

搬出・処理
・処分貯蔵（安定保管）

（※2）

循環注水冷却（格納容器から取水の循環ループ）
▽目標：原子炉建屋の滞留水処理完了に向け格納容器から取水の小ループに切替

※：燃料デブリ取り出しが最も早い
２号機の工程に合わせた研究

実デブリサンプルを用いた試験・評価処理・処分技術の調査・開発

模擬デブリの
性状、特性データ

模擬デブリの
機械的特性

上部コンテナ
改造

建屋カバー解体

除染技術調査／遠隔除染装置開発
（現場調査、現場実証を含む） （上層階用）（１階用）

２年後

実デブリ
サンプリング

実デブリの
性状データ

燃料デブリ取出
工法・装置開発

燃料デブリ取出
工法概念検討

準拠する指針、規格・基準の整理

格納容器内の部分的観察

（※1）：モックアップ
施設の設置

HP
1‐2

HP
1‐1

HP
DE‐6

HP
DE‐5

HP
DE‐4

HP
DE‐2

HP
DE‐3

HP
DE‐1

放射性物質分析・研究施設の設置

炉内調査
サンプリング

燃料デブリに係る計量管理方策の構築

＊本ロードマップについては、研究開発及び現場状況を踏まえて、継続的に見直していく。 1/1 （注）ＨＰ　：　判断ポイント



東京電力㈱福島第一原子力発電所1～4号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの改訂のための検討のたたき台の主要スケジュール（２号機）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度～

主要工程
（プラン①）

使用済燃料プール

燃料デブリ取
り出し計画

建屋内除染

格納容器・建屋間補修
（止水）

格納容器水張り

格納容器内部調査/炉
内調査・サンプリング

燃料デブリ取り出し技
術の整備

燃料デブリ取り出し作
業

取り出し後の燃料デブ
リの安定保管、処理・
処分

燃料デブリ性状把握

第３期
廃止措置終了までの期間

主要工程
（プラン③）

２０１２年度 ２０１３年度

第１期 第２期

主要工程
（プラン②）

プラントの安
定状態維持・
継続に向け
た計画

燃料デブリ取り出しが開始されるまでの期間

原子炉の冷却計画

　　　　　　　　　　（前） 　　　　　（中）  　（後）

使用済燃料プール内の燃料取り出しが開始されるまでの期間

燃料取り出し開始
▽ ▽燃料デブリ取り出し開始

炉内構造物・燃料ﾃﾞﾌﾞﾘ取出

燃料デブリ取出準備燃料取出

本格コンテナ設置構台設置、周辺建屋整備準備工事

燃料取り出し開始 燃料デブリ取り出し開始

炉内構造物・燃料ﾃﾞﾌﾞﾘ取出

▽ ▽
燃料デブリ
取出準備上部コンテナ設置上部建屋解体、除染・遮へい準備工事

燃料取出

炉内構造物・燃料ﾃﾞﾌﾞﾘ取出
燃料デブ
リﾃﾞﾌﾞﾘ取出装置設置燃料取出オペフロ除染・遮へい、燃料取扱設備復旧

燃料デブリの臨界管理技術の開発

燃料デブリ取出
工法・装置開発

炉内調査装置の設計
・製作・試験等

除染技術調査／遠隔除染装置開発
（現場調査、現場実証を含む）

格納容器下部調査 補修・水張

格納容器上部調査 補修・水張

既存技術調査、保管システム選定・安全評価技術の開発、収納・移送・保管技術開発、モックアップ

燃料デブリ取り出し

格納容器内部調査装置の設計・製作・試験等

（継続実施）

格納容器（下部）補修装
置の設計・製作・試験等

格納容器調査装置の設計・製作・試験等
代替案の検討等

燃料デブリ処理に向けた
研究開発

格納容器内調査方法確定

格納容器上部水張り完了
炉内調査方法の確定

燃料デブリ収納缶等の準備完了

建屋内除染・遮へい等

▽目標：除染によるアクセス性確保

格納容器下部補修（止水）方法確定

燃料デブリの
処理・処分方法の決定

炉内調査・

サンプリング

格納容器（上部）補修装置の
設計・製作・試験等

（※1）

燃料デブリ取出装
置設置

実デブリ性状把握（計画）模擬デブリ性状把握

10年後 20～25年後 30～40年後

燃料取り出し開始
▽

燃料・燃料デブリ取り
出し計画の選択

燃料デブリ取り出し
方法の確定

燃料デブリ取り出し開始
▽

プール循環冷却（保守管理、設備更新等による信頼性の維持・向上）

循環注水冷却（建屋からの取水）の信頼性向上

原子炉冷温停止状態の維持・監視（注水継続、温度等パラメータにより継続監視、保守管理等による信頼性の維持・向上）

▽目標：原子炉建屋（および格納容器下部）からの取水設備設置完了

（※1）：格納容器補修
[HP DE-1] へ

建屋内循環ループの構築
建屋内循環ループの

早期実現の可否の検討

▽目標：建屋内循環ループの開始
格納容器内の部分的観察

（※2）：取水切替

搬出・処理
・処分

貯蔵（安定保管）

（※2）

循環注水冷却（格納容器から取水）
▽目標：原子炉建屋の滞留水処理完了に向け格納容器から取水の小ループに切替

燃料デブリ取出
工法概念検討

準拠する指針、規格・基準の整理

：検討

：研究開発※

：現場作業

：次工程着手の条件

：必要な情報の流れ

※：燃料デブリ取り出しが最も早い
２号機の工程に合わせた研究

実デブリサンプルを用いた試処理・処分技術の調査・開発

模擬デブリの
性状、特性データ

模擬デブリの
機械的特性

ｵﾍﾟﾌﾛ汚染状況調査

（上層階用）
除染技術調査／遠隔除染装置開発
（現場調査、現場実証を含む）

（１階用）

２年後

実デブリ
サンプリング

実デブリの
性状データ

（※1）：モックアップ
施設の設置

放射性物質分析・研究施設の設置

格納容器内部調査
格納容器内部調
査・サンプリング

燃料デブリに係る計量管理方策の構築

HP
DE‐6

HP
DE‐5

HP
DE‐4

HP
DE‐2

HP
DE‐3

HP
DE‐1

HP
2‐1

HP
2‐2

＊本ロードマップについては、研究開発及び現場状況を踏まえて、継続的に見直していく。 1/1 （注）ＨＰ　：　判断ポイント



東京電力㈱福島第一原子力発電所1～4号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの改訂のための検討のたたき台の主要スケジュール（３号機）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度～

第３期
廃止措置終了までの期間

第２期
燃料デブリ取り出しが開始されるまでの期間

　　　　　　　　　　（前） 　　　　　（中）  　（後）

２０１２年度 ２０１３年度

プラントの安
定状態維持・
継続に向け
た計画

原子炉の冷却計画

第１期
使用済燃料プール内の燃料取り出しが開始されるまでの期間

主要工程
（プラン①）

主要工程
（プラン②）

燃料デブリ
取り出し計画

建屋内除染

格納容器・建屋間補修
（止水）

格納容器水張り

格納容器内部調査/炉
内調査・サンプリング

燃料デブリ取り出し技
術の整備

燃料デブリ取り出し作
業

取り出し後の燃料デブ
リの安定保管、処理・
処分

燃料デブリ性状把握

使用済燃料プール

放射性物質分析・研究施設の設置

炉内構造物・
燃料ﾃﾞﾌﾞﾘ取出

燃料取り出し開始▽

燃料取り出し用カバー撤去・本格コンテナ設置

HP

プール燃料取出

▽燃料デブリ取り出し開始

燃料デブリ取出準備

炉内構造物・燃料ﾃﾞﾌﾞﾘ取出
燃料デブリ
取出準備燃料取り出し用カバー改造プール燃料取出燃料取り出し用

SFP内ガレキ撤去
除染・遮へいオペフロガレキ撤去

燃料デブリの臨界管理技術の開発

格納容器下部補修（止水）方法確定

プール循環冷却（保守管理、設備更新等による信頼性の維持・向上）

燃料デブリ取出
工法・装置開発

炉内調査装置の設計
・製作・試験等

除染技術調査／遠隔除染装置開発
（現場調査、現場実証を含む）

格納容器内部調査
格納容器内部調
査・サンプリング

格納容器下部調査 補修・水張

格納容器上部調査 補修・水張

既存技術調査、保管システム選定・安全評価技術の開発、収納・移送・保管技術開発、モックアップ

燃料デブリ取り出し

格納容器内部調査装置の設計・製作・試験等

（継続実施）

格納容器（下部）補修装
置の設計・製作・試験等

格納容器調査装置の設計・製作・試験等
代替案の検討等

燃料デブリ処理に向けた
研究開発

格納容器内調査方法確定

格納容器上部水張り完了
炉内調査方法の確定

燃料デブリ収納缶等の準備完了HP
DE‐5

建屋内除染・遮へい等

▽目標：除染によるアクセス性確保

燃料デブリの
処理・処分方法の決定

炉内調査・
サンプリング

燃料デブリに係る計量管理方策の構築

格納容器（上部）補修装置の
設計・製作・試験等

（※1）

燃料デブリ取出装
置設置

実デブリ性状把握（計画）模擬デブリ性状把握

20～25年後 30～40年後

燃料取り出し開始▽

燃料・燃料デブリ取り
出し計画の選択

燃料デブリ取り出
し方法の確定

燃料デブリ取り出し開始
▽

循環注水冷却（建屋からの取水）の信頼性向上

原子炉冷温停止状態の維持・監視（注水継続、温度等パラメータにより継続監視、保守管理等による信頼性の維持・向上）

▽目標：原子炉建屋（および格納容器下部）からの取水設備設置完了

（※1）：格納容器補修
[HP DE-1] へ

建屋内循環ループの構築
建屋内循環ループの

早期実現の可否の検討

▽目標：建屋内循環ループの開始

（※2）：取水切替

搬出・処理
・処分

貯蔵（安定保管）

（※2）

循環注水冷却（格納容器から取水の循環ループ）
▽目標：原子炉建屋の滞留水処理完了に向け格納容器から取水の小ループに切替

燃料デブリ取出
工法概念検討

準拠する指針、規格・基準の整理

：検討

：研究開発※

：現場作業

：次工程着手の条件

：必要な情報の流れ

※：燃料デブリ取り出しが最も早い
２号機の工程に合わせた研究

実デブリサンプルを用いた試験・評価処理・処分技術の調査・開発

模擬デブリの
性状、特性データ

模擬デブリの
機械的特性

除染技術調査／遠隔除染装置開発
（現場調査、現場実証を含む） （１階用） （上層階用）

10年後２年後

実デブリ
サンプリング

実デブリの
性状データ

格納容器内の部分的観察

（※1）：モックアップ
施設の設置

HP
DE‐4

HP
DE‐6

HP
DE‐2

HP
DE‐3

HP
DE‐1

HP
3-2

HP
3‐1

＊本ロードマップについては、研究開発及び現場状況を踏まえて、継続的に見直していく。 1/1 （注）ＨＰ　：　判断ポイント



東京電力㈱福島第一原子力発電所1～4号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの改訂のための検討のたたき台の主要スケジュール（４号機）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度～

使用済燃料
プールから
の燃料取り
出し計画

第３期
廃止措置終了までの期間

第２期
燃料デブリ取り出しが開始されるまでの期間

２０１２年度 ２０１３年度

 　（後）

４号機使用済燃料
プール

主要な目標

使用済燃料プール内の燃料取り出しが開始されるまでの期間

第１期

　　　　　　　　　　（前） 　　　　　（中）

プール循環冷却（保守管理、設備更新等による信頼性の維持・向上）

：検討

：研究開発

：現場作業

：次工程着手の条件

：必要な情報の流れ

10年後 20～25年後 30～40年後

ステップ2完了
燃料デブリ取り出し終了

（全号機）

廃止措置終了
（全号機）
▽

▽燃料取り出し開始

【４号機】 ガレキ撤去 燃料取り出し用カバー プール内 燃料取り出し

２年後

▽燃料取り出し開始

＊本ロードマップについては、研究開発及び現場状況を踏まえて、継続的に見直していく。 1/1 （注）ＨＰ　：　判断ポイント



東京電力㈱福島第一原子力発電所1～4号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの改訂のための検討のたたき台の主要スケジュール（共通）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度～

敷地境界
線量低減

第３期
廃止措置終了までの期間燃料デブリ取り出しが開始されるまでの期間

第１期
使用済燃料プール内の燃料取り出しが開始されるまでの期間

第２期

２０１２年度

気体・液
体廃棄物

　　　　　（中）

２０１３年度

主要な目標

発電所全体
の放射線量
低減・汚染拡
大防止に向
けた計画

敷地内除染計画

海洋汚染拡大防止
計画

放射性廃棄
物管理及び
敷地境界の
放射線量低
減に向けた
計画

 　（後）　　　　　　　　　　（前）

プラントの安
定状態維持・
継続に向け
た計画

滞留水処理計画

10年後 20～25年後 30～40年後

ステップ2完了
プール燃料取り出し開始

（4号機）
燃料デブリ取り出し終了

（全号機）
燃料デブリ取り出し
開始（初号機）

廃止措置終了
（全号機）

発電所敷地内除染の計画的実施（執務エリア・作業エリア等から段階的に実施、敷地外の線量低減と連携を図りつつ低減を実施）

▽目標：発電所全体から新たに放出される放射性物質等による敷地境界線量1mSv/年未満

格納容器ｶﾞｽ管理ｼｽﾃﾑ設置

陸域・海域における環境モニタリング（継続実施）

：検討

：研究開発

：現場作業

：次工程着手の条件

：必要な情報の流れ

２年後

気体モニタリングの精度向上

第２ステップ（作業エリア：5～1μSv/h 主要道路：20～10μSv/h）第１ステップ（作業エリア：10～5μSv/h 主要道路：30～20μSv/h）

汚染水浄化等による線量低減実施遮へい等による線量低減実施

地下水・除染水等の処理

▽目標：タービン建屋/原子炉建屋の滞留水処理終了

▽目標：現行設備の信頼性向上の実施

信頼性を向上させた水処理施設による汚染水処理現行処理施設による滞留水処理

サブドレン設備稼働→地下水流入量を低減（滞留水減少）サブドレン復旧工事サブドレン浄化・復旧方法の検討

▽目標：タービン建屋深部排水ポンプに切替
▽目標：地下水観測網の整備 ▽目標：原子炉建屋取水開始

▽目標：格納容器からの取水ループに切替

地下水流入量を低減（滞留水減少）

地下水流入量を低減（滞留水減少）

陸側遮水壁設置の技術的課題の解決状況の検証

実証試験

地下水バイパス設置工事／順次稼動

陸側遮水壁設置工事詳細設計
施工計画概念設計

タービン建屋／原子炉建屋の滞留水減少

タンク増設

▽目標：70万立米
まで増設

地下水流入量を低減（滞留水減少）トーラス室グラウト格納容器取水設計フィージビリティ

多核種除去設備の設置

海水配管トレンチ滞留水除去

海側遮水壁の構築 ▽目標：汚染水漏えい時における海洋汚染拡大リスクの低減

海水繊維状吸着材浄化（継続）海水循環浄化（継続）

▽目標：海水配管トレンチ滞留水処理完了

シルトフェンス追加設置

HP
IW-1

▽目標：80万立米
まで増設

実証試験

＊本ロードマップについては、研究開発及び現場状況を踏まえて、継続的に見直していく。 1/2 （注）ＨＰ　：　判断ポイント



東京電力㈱福島第一原子力発電所1～4号機の廃止措置等に向けた中長期ロードマップの改訂のための検討のたたき台の主要スケジュール（共通）

2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度～

第３期
廃止措置終了までの期間燃料デブリ取り出しが開始されるまでの期間

第１期
使用済燃料プール内の燃料取り出しが開始されるまでの期間

第２期

２０１２年度

　　　　　（中）

２０１３年度

主要な目標

 　（後）　　　　　　　　　　（前） 10年後 20～25年後 30～40年後

ステップ2完了
プール燃料取り出し開始

（4号機）
燃料デブリ取り出し終了

（全号機）
燃料デブリ取り出し
開始（初号機）

廃止措置終了
（全号機）

２年後

保管管理
計画

処理・処
分計画

作業安全確保に向けた計画

原子炉建屋コンテナ等
設置

原子炉圧力容器/格納
容器の健全性維持

実施体制・要員計画

固体廃棄
物の保管
管理、処
理・処分
計画

原子炉施設の廃止
措置計画

燃料デブリ
取り出し計画

固体廃棄物
の管理、処
理・処分、原
子炉施設の
廃止措置に
向けた計画

研究開発拠点の整備

共用プール

研究開発

使用済燃料
プールから
の燃料取り
出し計画

協力企業を含む要員の計画的育成・配置、意欲向上策の実施 等

安全活動の継続、放射線管理の維持・充実、医療体制の継続確保等

原子炉建屋コンテナ等の設置

使用済燃料プールから取り出した燃料集合体の長期健全性評価

使用済燃料プールから取り出した損傷燃料等の処理方法の検討

搬出

補修/腐食抑制対策（必要に応じて更なる腐食抑制対策実施）
圧力容器／格納容器腐食に対する健全性の評価技術の開発

本格検討・設計

腐食抑制対策（窒素バブリングによる原子炉冷却水中の溶存酸素低減）

共用プール燃料取り出し/設備改造共用プール復旧

キャスク製造・搬入（順次）キャスク製造（順次）

廃棄体の製造/
搬出・処分

処理・処分の安全性向上に
向けた研究開発の継続

報告書の
作成

固体廃棄物の処理・処分の安全性確認に必要な研究開発

処理・処分技術の絞り込み、安全性評価
基本的な考え
方の取りまとめ処理・処分技術の幅広い調査と適用性の評価

ガレキ等

固体廃棄物の性状把握、物量の評価等

機器・設備の設計・製造

複数の廃止措置シナリオの立案
廃止措置シナリオに対する
コンセンサスの獲得

水処理二次廃棄物の性状、保管容器の寿命の評価

遮へい等による保管水処理
二次廃棄物の線量低減実施

設備更新計画策定

処理・処分に関する研究開発計
画の策定

水処理二次廃棄物

適切な遮へい対策及び飛散抑制対策を施した安定保管の継続

車両整備場の設置 発生量低減策の推進

遮へい等による保管ガレキ等の
線量低減実施

持込抑制策の検討

▽目標達成：発電所全体から新たに放出される放射性物質等による敷地境界線量1mSv/年未満

処分場へ搬出

保管管理計画の更新

必要に応じて安定保管の継続

保管管理計画の策定
（発生量低減／保管適正化）

ドラム缶保管施設の設置
保管適正化の推進

処分場へ搬出

使用済燃料プールから取り出した燃料集合体の貯蔵（保管・管理）（物揚場復旧）港湾復旧（クレーン復旧・道路整備）

放射性物質分析・研究施設の運用放射性物質分析・研究施設の設置

運用放射性物質分析・研究施設の増設

廃止措置技術の研究開発

モックアップ施設の設置

（※1）

：検討

：研究開発

：現場作業

：次工程着手の条件

：必要な情報の流れ

＊本ロードマップについては、研究開発及び現場状況を踏まえて、継続的に見直していく。 2/2 （注）ＨＰ　：　判断ポイント


